
６月１２日（金）、高岡幼稚園・高野保育園の年

長組園児たちが、蚕の見学にＪＡ三重中央郷土資料

館を訪れました。 

園児たちは、近年目にする機会が少なくなった本

物の蚕の幼虫が、一心不乱に桑の葉を食べる姿に興

味津々。 

餌をあげたり虫眼鏡で観察したりした後、一志町

歴史語り部の会の皆さんのお話を聞いて、一生懸命

質問をしていました。  
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  ８月２日（日）、とことめの里一志において、一志町夏まつり（主催：一

志町夏まつり実行委員会）が開催されました。 

  今年は例年にも増して暑い日となりましたが、来場者は、ステージイベント等が中心の昼の部

と、盆踊りが中心の夜の部を合わせて３５００人を超え、とても賑やかで活気のある一日となりま

した。 

猛暑の中涼しげな表情のシ

ロモチくんも祭りの盛り上

げに一役 

今年もやりました！ 

大抽選会 

賑わう屋台 

いっぱい食べて大きくなぁれ～蚕の見学～ 

昼の部に行われた「血液

さらさらチェック」や

「鉄道模型展示走行」の

コーナーも好評でした。 

今年からはじまった「ミニ

花火大会」 

目の前で開く花火の音と大

きさにびっくり！ 



種類 発令時の状況 市民等に求められる行動 

 
避 難 準 備 情 報 

･ 要配慮者等、特に避難行動に時間を要す 

 る人が避難行動を開始しなければならな 

 い段階であり、人的被害の発生する可能 

 性が高まった状況 

･ 要配慮者等、特に避難行動に時間を要する人は、避難行動 

 を開始（避難支援者は支援行動を開始）する。  

･ 上記以外の人は、家族等との連絡、非常用持出品の用意 

 等、避難準備を開始する。 

 
避  難  勧  告 

･ 通常の避難行動ができる人が避難行動を 

 開始しなければならない段階であり、人 

 的被害の発生する可能性が明らかに高 

 まった状況 

･ 通常の避難行動ができる人は、計画された避難場所等への 

 避難行動を開始する。 

・ 避難場所への移動が困難だと判断される場合は、安全な場 

 所への移動（近隣の高い建物等）、自宅に留まる「待避」 

 や屋内の２階以上に移動する「垂直避難」の行動を開始す 

 る。 

 

 

 

避  難  指  示 

･ 前兆現象の発生や、切迫した状況から、 

 人的被害の発生する危険性が非常に高い 

 と判断された状況 

･ 堤防の隣接地等、地域の特性等から人的 

 被害の発生する危険性が非常に高いと判 

 断された状況 

･ 人的被害の発生した状況 

･ 避難勧告等の発令後で避難中の人は、確実な避難行動を直 

 ちに完了する。 

･ 未だ避難していない人は、自宅に留まる「待避」や屋内の 

 ２階以上に移動する「垂直避難」などの生命を守る最低限 

 の行動を開始する。 

防 災 メ モ 

※要配慮者：高齢者、障がい者、乳幼児その他の特に配慮を要する人 

市が発令する３つの防災情報 

「避難」は、災害から命を守るための行動です、早めに避難を！ 

備えあれば憂いなし ～津市一志地域水防工法訓練～ 

  ６月７日（日）、津市立高岡幼稚園・高野保育園 運動場において津市一志地域水防工法訓練が行わ

れました。 

 毎年のように台風や集中豪雨等により全国各地で水害が発生し、そのたびにニュース等で大きく報じ

られていますが、一志地域でも近年、台風等で河川が増水し、冠水などの被害が出ており、自然災害へ

の意識は高まるばかりです。 

 こうした中、水害に迅速に対応し、被害を少しでも軽減するためには、日ごろからの準備が大切というこ

とで、消防団員、自主防災会員や地域住民合わせて約１６０人が協力して水防対策技術の確認と習得

に励みました。 

  段ボール箱やごみ袋など、身近に

ある材料を使った簡易水防工法の例

も確認しました。 

 災害は起こらないことが一番です

が、「もしも」の時に役立つ知識と技

術を身につけることはとても大切で

す。 

  代表的な「積土のう

工法」の説明に熱心

に耳を傾けます 

その２ 



一志西小で「命の授業」 

 ６月１２日（金）一志西小学校体育館におい

て、５年生を対象に「命を大切にする心を育む

特別授業」が三重県獣医師会津支部、三重県津

保健所、三重県動物愛護管理センターとの連携

により行われました。 

 ウサギの心臓の音を聴診器で聞いたり、ペッ

トについてのクイズをとおして、「生きてい

る」ことを実感し、命ある全てのものに対する

思いやりの心を養いました。 

後半には、実際に刹処分業務に当たる職員の

話を聞き、その思いを知ることで、ペットの飼

い主の責任の大きさや、命の大切さについて考

える大切な時間になりました。 

かわいっこクラブ活動記 

７月９日（木）津市川合文化会館で「かわ

いっ子低学年・高学年クラブ」が開催されまし

た。 

応募した一志東小学校の低学年１４名、高学

年１０名の児童が参加し、５月からそれぞれ月

に１回程度、放課後の時間を利用して、農作業

ゲーム、講座体験、人権ビデオ学習等、子ども

達の交流を深める活動が行われています。 

この日は、「川合文化会館教養文化講座との

交流～茶道講座について学ぼう」と題して、講

師と受講生の方々のご協力で、講座体験が行わ

れました。子どもたちは、講師から茶道の礼儀

作法等を教わりながら、受講生のお点前を間近

で見学し、順番にお抹茶とお菓子をいただきま

した。和室での正座や初めての抹茶の味に戸惑

う姿も見られましたが、新鮮な体験を楽しむこ

とができ、大人の人達の活動や日本の伝統文化

に触れる良い機会となりました。９月には、自

分達でお抹茶を点てる体験を行う予定です。  

 津市では、名松線をより使っていただきやすくするた

め、一志総合支所南側の県道はさんですぐにある一般駐

車場内に、名松線利用者のための無料駐車区画を１０台

分用意しました。名松線をご利用される方は無料で駐車

できますので、ぜひご利用ください。 

                 名松線復旧推進室 

 ぜひご利用ください ～名松線～ 

レークサイド君ケ野からお知らせ！ 



同じです 人のいたみ 自分のいたみ  人権標語より 

  一志町高岡地区の子どもたちを中心に活動する高岡コンドルズが、東京の

明治神宮野球場で開催された高円宮賜杯第３５回全日本学童軟式野球大会に

三重県代表として参加しました。 

大会には、全国から予選を勝ち抜いた各都道府県を代表する５１チームが

参加し、トーナメント方式で優勝を争いました。 

 ８月７日（金）、開会式直後の初日第１試合での、東京第２代表の山野

レッドイーグルスとの対戦では、投打がかみ合い、スコア７－０で圧勝！ 

 翌８月８日（土）、北海道南代表の東16丁目フリッパーズとの対戦と

なった第２回戦は、両チーム投手が好投し、序盤から緊迫した好試合とな

り、最後まで結果が見えない接戦でしたが、惜しくも０－２で敗戦となりま

した。 

 激戦の県大会を勝ち抜き、津市からは初となる参戦でしたが、全国約

13,000チームから勝ち抜いてきた強豪チームが出場する、正に「小学生の

甲子園」と呼ばれる大舞台で、三重県代表としてとても立派に戦ってくれま

した！  

高岡コンドルズ球児が神宮球場で躍動！ 

開会式の様子 

独特の雰囲気に気持が盛り上がります 
応援する手にも

力が入ります 

５月１７日(日) 一志農村環境改善センターにおいて、平成２７年度津市自治会連合会一志支部定期総

会が開催されました。 

 今年度の総会には、一志町内全６２自治会から、５７自治会長が出席し、津市長、県議会議員、津市

議会議員を来賓に迎えて、平成２６年度の事業・決算報告と、平成２７年度の事業計画・予算案を協議

いただき、承認されました。 

 近年、地震・台風・いわゆるゲリラ豪雨と呼ばれる突発的な集中豪雨等による自然災害により、特に

防災意識が高まっており、それに関わる道路・河川・公園・集会所等の環境整備に対する地域の課題も

多岐にわたっています。 

 地域の代表である自治会長

の役割はますます重要となる

中、今後も地域住民・自治

会・行政が互いに連携し、安

全・安心なまちづくりを進め

るため、それぞれの役割を認

識し、協力しあうことが大切

になっています。 

平成２７年度津市自治会連合会一志支部定期総会が開催されました 


